
十
一
月
七
日
（
金
）
に
、
野
外
実
習
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、
郷
土
の
歴
史
や
地
理
・
自

然
に
直
接
触
れ
る
こ
と
で
、
郷
土
へ
の
関
心
を
深
め

る
と
と
も
に
、
観
察
・
調
査
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て

い
く
能
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
県
や
市
町
が
推
進
し
て
い
る
「
郷
土
に
学
び
・

育
む
青
少
年
活
動
」
の
一
環
と
す
る
こ
と
の
で
き
る

取
組
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

当
日
は
絶
好
の
秋
空
に
恵
ま
れ
、
気
持
ち
よ
く
学

習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
の
実
習
場
所
を
南

北
二
コ
ー
ス
で
回
り
ま
し
た
。

土
持
深
井
戸

串
良
海
軍
航
空
隊
跡
（
車
中
見
学
）

串
良
平
和
公
園
（
車
中
見
学
）

富
ヶ
尾
移
住
記
念
碑
（
車
中
見
学
）

唐
仁
古
墳
群

肝
付
町
歴
史
民
俗
資
料
館

塚
崎
古
墳
群

柏
原
海
岸

肝
属
本
城
跡

嶽
橋
採
石
場

繁
殖
豚
セ
ン
タ
ー
（
車
中
見
学
）

二
本
松
刑
場
跡
（
車
中
見
学
）

内
陸
工
業
団
地
（
車
中
見
学
）

こ
の
場
所
以
外
で
も
、
歴
史
・
自
然
・
地
形
・
植

物
・
産
業
に
関
す
る
事
柄
を
数
多
く
学
び
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
先
生
方
の
説
明
を
興
味
深
く
聞
き

取
り
な
が
ら
、
メ
モ
を
取
る
な
ど
真
剣
な
態
度
で
し

た
。
特
に
、
岩
切
悟
先
生
（
元
本
校
教
諭
）
の
植
物

に
関
す
る
説
明
に
は
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
県
下
で
も
、
こ
の
よ
う
に
広
範
囲
に
わ
た
る
実

習
の
実
施
は
非
常
に
珍
し
い
こ
と
で
す
。

芸
術
の
秋
を
迎
え
て
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

が
出
て
き
て
い
ま
す
。
書
道
部
の
成
果
を
ま
と
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
第
三
九
回
県
高
校
書
道
展

・
準
大
賞
（
県
内
で
四
人
）

米
田
稚
菜
（
二
年
）

鹿
屋
東
中
出
身

・
秀
作
賞

串
﨑

友
（
二
年
）

吾
平
中
出
身

窪
田
奈
緒
美
（
二
年
）
鹿
屋
東
中
出
身

・
優
良
賞

竹
山

葵
（
二
年
）

串
良
中
出
身

西
原
郁
子
（
二
年
）

垂
水
中
出
身

山
口
尚
子
（
二
年
）

第
一
鹿
屋
中
出
身

○
第
五
一
回
鹿
屋
市
書
道
展

・
市
教
委
賞

椎
原
彩
日
（
二
年
）
吾
平
中
出
身

第
一
鹿
屋
中
出
身

同

高
山
裕
介(

一
年)

・
そ
の
他
の
特
別
賞
受
賞
者

市
Ｐ
連
賞
一
人
、
市
書
研
賞
一
人
、
南
日
本
新

聞
社
賞
一
人
、
南
九
州
新
聞
社
賞
二
人
、
市
文

化
協
会
賞
一
人
、
小
倉
博
文
堂
賞
二
人
、
書
芸

社
賞
二
人
、
南
日
本
書
道
会
賞
一
人
、
大
隅
書

道
会
賞
三
人

○
曽
於
・
肝
属
地
区
揮
毫
大
会

・
大
賞
（
創
作
部
門
）

宇
野
も
も
こ
（
一
年
）

第
一
佐
多
中
出
身

・
準
大
賞
（
臨
書
部
門
）

上
原
清
花
（
一
年
）

田
崎
中
出
身
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第３０号
平成２０年

１１月１３日

鹿児島県立

鹿 屋 高 等 学 校

十
一
～
一
月
の
主
な
行
事
予
定

十
一
月

一
二
日
（
水
）
第
二
回
中
学
生
保
護
者
説
明
会

一
三
日
（
木
）
芸
術
鑑
賞
会
（
演
劇
）

一
九
日
（
日
）
英
検
（
二
次
）

二
〇
日
（
木
）
公
開
授
業

二
二
日
（
土
）
三
星
道
場
⑨

（
三
年
）

〃

代
ゼ
ミ
マ
ー
ク
模
試

[

～
二
三
日]

二
四
日
（
月
）
掃
除
に
学
ぶ
会
（
本
校
会
場
）

二
七
日
（
木
）
初
任
者
研
修
（
本
校
会
場
）

二
八
日
（
金
）
期
末
考
査[

～
十
二
月
三
日]

十
二
月

三
日
（
水
）
避
難
訓
練

六
日
（
土
）
三
星
道
場
⑩

〃

代
ゼ
ミ
記
述
模
試
（
三
年
）

[

～
七
日]

一
二
日
（
金
）
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

二
〇
日
（
土
）
三
星
道
場
⑪

二
四
日
（
水
）
終
業
式

二
五
日
（
木
）
冬
期
課
外
（
全
学
年
）

[

～
二
六
日]

一
月五

日
（
月
）
セ
ン
タ
ー
演
習
課
外
（
三
年
）

[

～
七
日]

八
日
（
木
）
始
業
式

〃

実
力
考
査
（
一
・
二
年
）

[

～
九
日]

三
星
道
場
⑫

一
七
日
（
土
）

[

～
一
八
日]

〃

セ
ン
タ
ー
試
験

二
四
日
（
土
）
進
研
記
述
模
試
（
一
・
二
年
）

[

～
二
五
日]

二
九
日
（
木
）
生
鮮
芸
術
市
場[

～
二
月
二
日]

三
一
日
（
土
）
三
星
道
場
⑬

※
詳
細
は
学
校
・
担
任
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

郷
土
の
良
さ
を
知
り
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を

一
年
生
野
外
実
習

十
一
月
七
日
（
金
）

書道部の活躍

肝属本城跡へ

柏原海岸にて



三
泊
四
日
で
、
関
西
方
面
へ
の

修
学
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
二

年
生
三
百
十
二
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
訪
問
先
は
、
天
橋
立
、
薬
師

寺
、
奈
良
公
園
、
平
等
院
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
等
で
し
た

が
，
特
に
、
三
日
目
の
京
都
市
内

班
別
自
主
研
修
の
中
で
の
、
大
学

・
企
業
訪
問
が
有
意
義
で
し
た
。

進
学
先
と
し
て
の
大
学
研
究
、
社

会
人
と
し
て
の
職
業
観
を
養
う
た

め
の
企
業
訪
問
を
通
し
て
、
進
路

学
習
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
学
び
ま

し
た
。

、

、

ま
た

大
学
や
企
業
へ
の
協
力
依
頼
に
つ
い
て
は

関
西
三
星
会
の
中
礼
会
長
・
城
ノ
下
幹
事
長
を
は
じ

め
、
三
星
会
員
の
御
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

○
大
学

京
都
大
学
、
京
都
府
立
大
学
、
同
志
社
大

学
（
今
出
川
・
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス

、
立

）

命
館
大
学
（
衣
笠
・
草
津
キ
ャ
ン
パ
ス

、
）

京
都
教
育
大
学
、
京
都
医
療
科
学
大
学

○
企
業

掘
場
製
作
所
、
大
日
本
ス
ク
リ
ー
ン
製
造

京
セ
ラ
、
京
都
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
、
ワ
コ

ー
ル
、
京
都
新
聞
社
、
島
津
製
作
所

毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」

は
、
鹿
屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に

も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.edu.pref.kagoshim

a.jp/sh/K
a

noya/「
鹿
屋
高
等
学
校
」
で
も
検
索
で
き

ま
す
。

充実した修学旅行
１１月４日～７日
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ＰＴＡ研修旅行
１１月５日（水）

保護者５１人教職員２人総勢５３人

でＰＴＡ研修旅行を実施しました。研

修先は，志學館大学，鹿児島大学の法

文学部・教育学部で，子どもの進路先

を知る上で有意義でした。早朝出発，

夕方帰着の強行軍でしたが，楽しく充

実した研修になりました。来年度は，

他の進路先の研修も深めたいとの感想

も聞かれました。

１１月８日（土）１年生への職業講話を開催

社会で活躍されておられる方々のお話を聴くことで，高校生としての勤労

， ，観や職業観を養うとともに 自分自身の生き方や進路選択の糧にする目的で

職業講話を開催しました。１年生３２６人が１０講座に分かれて聴講しまし

た。講師は，本校卒業生を中心に，地元の各方面で活躍されておられる方々

， ， ， ， ， ， ， ，を 市役所 酒造会社 歯科医院 銀行 印刷会社 食品販売会社 養殖業

不動産業，薬局，総合病院等からお願いしました。生徒たちは，実体験から

導かれた講話を受講したことで，将来の人生設計に役立てながら，なお一層

勉学に励もうと決意したようでした。

一
日
班
別
自
主
研
修

下段は４月調査 （ ）本校生徒の進路希望状況 （上段が９月調査， ％）

学年 進 学 就 職

大 学 短 大 専修等 未 定

８０.７ (77.4) ２.１ ２.１ ８.０ ４.９１年

７１.２ １.８ ３.７ ２０.２ ３.１(69.6)

７７.４ (74.5) ３.１ ３.５ １.９ ４.１２年

８２.１ (79.6) ３.５ ２.８ ７.９ ２.２

９２.４ (81.5) １.０ ４.１ １.０ １.０３年

３９２.７ (86.0) ０.６ ３.２ １.９ １.

※ （ ）内は４年制大学希望者のうち国公立大学希望者

先
生
方
も
頑
張
る

学
力
向
上
の
た
め
の
取
組

本
校
で
は
、
文
部
科
学
省
・
県
教
委
等
の

研
究
指
定
を
受
け
て
、
学
力
を
向
上
さ
せ
る

取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
年
二
回

開
催
し
て
い
る
「
公
開
授
業
」
で
す
。
今
年

は
、
七
月
四
日
に
四
教
科
の
研
究
授
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

二
学
期
は
十
一
月
二
十
日
（
木
）
に
小
中

高
大
の
先
生
方
を
お
呼
び
し
て
開
催
し
ま

す
。
今
回
も
四
教
科
（
国
数
理
英
）
で
行
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
教
職
員
の
指
導
力
向
上
を

目
指
す
と
と
も
に
、
生
徒
の
学
力
向
上
・
進

路
実
現
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
開
授
業
で
の
研
究
授
業
も
含
め

て
の
校
内
の
研
究
授
業
は
、
こ
れ
ま
で
に
二

十
二
回
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
年
二
回
（
七
月
・
十
月
）
の
授

業
相
互
公
開
週
間
を
設
け
て
、
教
科
の
枠
を

超
え
て
相
互
の
授
業
参
観
を
し
て
、
指
導
力

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

県
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
「
学
力
向
上
推
進
委

員
」
も
五
人
お
り
、
各
教
科
の
指
導
力
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も

「
授
業
で
勝
負
」
を
合
い
言
葉

、

に
、
学
力
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

楽
し
い
夕
食

金
閣
寺
の
風
景


